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⑤ 花とグリーンの効果効⽤の啓発
と花店の環境アクション



花卉の国際動向は
「サステイナブル（Sustainable：持続可能な）」と
「ウエルビーイング（Well-being：世界中の⼈々が⼼⾝および

社会的にも健康で幸せな⼈間になる）」
という2つの⾔葉に要約される。

国連が提唱し、2030年までに達成する持続可能な17の開発⽬標＝
SDGs（Sustainable Development Goals）の2つの⾻⼦でもある。
そしてこの2つの⾔葉が、アフター・コロナの社会で、⽇本および
世界中に「花のある幸せなライフスタイル」を広げるカギとなる。

海下 展也 ⽒より 農業技術体系2022(花卉編)
「花きの国際動向と⽇本の対応」

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション

◆花業界のサステイナブルな取り組みは︖︕

植物そのものが「ウエルビーイング」に貢献する素晴らしい存在
（Well-being：世界中の⼈々が⼼⾝および社会的にも健康で幸せな⼈間になる）

⼀⽅で「サステイナブル」な⾏動が伴わなければ⽀持されなくなる
（Sustainable：持続可能な）遅れている花業界、もっと危機感を！／⾏動と協業で改善

◆はじめに
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SDGsは2016〜2030年の15年間を対象、
2023年は「折り返し」の年に︕

⽣物圏/⾃然資本の健全性が
⼈間社会・経済活動の持続可能性の⼟台に

参照

私たち⼈の⽣活は、⾃然からの恵み
（⽣態系サービス）に依存している
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プラスチックの⽣産量の推移

OECD発表「グローバル・プラスチック・アウト
ルック2022」によると、世界のプラスチック廃
棄物は、2000年から2019年の20年で2
倍以上に増加。内、リサイクルされているのは
わずか9％で、多くは焼却または埋め⽴てさ
れている。またプラスチック廃棄物の約2/3
は、容器包装、消費財、テキスタイルなど製
品寿命の短いプラスチック。

プラスチック汚染に関する国際条約策定・欧州における循環型包装の義務化の動き
2022年第5回国連環境総会において、「プラスチック汚染を終わらせる︓法的拘束⼒のある国際約束に向
けて」が採択。2024年末までに国際⽂書（条約）の策定作業完了を⽬指す。

欧州では、全てのパッケージがリサイクル可能で、かつ再⽣材料を配合あるいは100%使⽤することを義務
付ける動き〜特に⾷品包装では、再⽣プラスチックをある認定条件のもとで利⽤義務化するなど、具体的な
数値が規則として制定されようとしている。

世界の包装業界にも、この動きは拡⼤すると予測され、⽇本でもいつまでも100%⽯油由来包装を使い続
けることは難しくなる。WPO（世界包装機構）はPackaging Design for Recycling Guideを作成、
世界の包装業界にリサイクル推進を要請。

参照

資源循環の⾼度化に向けた環境整備 ・ サーキュラーエコノミーへの移⾏ を加速

プラスチック資源循環促進法（2022年） プラスチックのライフサイクル全般での
”3R+Renewable”を進める個別の措置
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容器包装リサイクルについて参照

リニア・エコノミー（線形経済）からサーキュラー・エコノミー(循環型経済）への移⾏︕

「⼤量⽣産・⼤量消費・⼤量廃棄」を基本とする従来の⼀⽅向型の「線形経済」に代わり、製品と資源の価
値を可能な限り⻑く保全・維持し、廃棄物の発⽣を最⼩化した循環型で持続可能な経済活動。
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◆事業のロードマップイメージ

◆ごみ（資源）を循環させるには︖
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◆花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション活動カレンダー

◆資材メーカー・卸中⼼に脱プラスチックに向けた各社様ヒアリング
（環境カウンセラー/カムフル関根さん・井上さん、国需協⼗川さんご同⾏）

●4⽉13⽇ 豊明花き様 ※3/4再訪
●5⽉26⽇ スミザースオアシスジャパン様
●6⽉  1⽇ シモジマ様
●6⽉  8⽇ 東京堂様、東京リボン様
●6⽉12⽇ 松村⼯芸様、⻘⼭フラワーマーケット様
●6⽉14⽇ インパック様、（⼀橋⼤学授業）
●6⽉16⽇ ⼤⽥花き様 ※8/2再訪、12/1・2/20Zoom
●7⽉11⽇ FAJ様、クリザールジャパン様
●7⽉13⽇ ⽇⽐⾕花壇様
●8⽉14⽇ ⻘⼭フラワーマーケットパリ店様
●8⽉28⽇ はなも様（店頭・加⼯場）・ヌボー⽣花店様
●12⽉5⽇ 東⽇本板橋花き様
●2⽉15⽇ 花武様
●2⽉20⽇ 花満様（Zoom）
●3⽉8⽇ 世⽥⾕花き様、東京フラワーポート様

8⽉末
課題別分科会の提案へ※
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◆花市場における排出プラスチックごみ、花店店頭のプラ製品やごみの様⼦

◆商流の中で出るプラスチックごみと消費者の⼿元でごみになるもの
〜持続可能な⽣産・消費〜
限りある地球の資源を守るため、
物の作り⽅・売り⽅（買い⽅）・

使い⽅を変⾰、
持続可能な⽣産と消費の
バランスを形成する
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◆4つの脱プラ分科会⽴ち上げ

◆R6年度 4つの脱プラ分科会推進+新規準備室

R6年度へ
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「花業界のよりよい未来のために今知っておきたい環境のはなし」

10/18（⽔）19:00〜（Zoom/参加費無料）
講師︓環境カウンセラー・カムフル 関根 久仁⼦さん

告知開始（9/27〜）
事前エントリー 152名／約80名がリアルタイム参加

事前エントリー者には、録画・資料公開
花エコラッピング研究会第1回共創ワークショップ参加お誘い

◆第1回花業界環境セミナー開催
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◆関根久仁⼦先⽣
セミナー資料
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◆第1回花業界環境セミナー参加者アンケート結果

回答者属性・認知経路

セミナー理解度・満⾜度
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環境意識変化・もっと学びたいこと

◆第1回花業界環境セミナー参加者アンケート結果（続き）
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◆花エコラッピング研究会 第1回共創ワークショップ概要

脱プラ分科会❶  脱プラ減プラ花エコラッピング研究

第1回 開催⽇時︓ 2023年11⽉10⽇（⾦）18:30〜20:40頃
開催場所︓⼤⼿町 3×3Lab Future
参加企業︓ 15社＋カムフル・国需協
参加⼈数︓ 26名（1名⽋席）
ゲスト︓ 東京都環境公社、エコッツェリア協会

第1回 参加企業・参加者リスト
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◆テーマ1︓2027年、花のラッピングはどうなっていると良いか︖

Reduce

包装材を無くす
包装材を全て無くす/ラッピングなし・パリは花だけ （計4名）
ギフトは⽣花と花瓶セットで販売する
洋服や、お菓⼦などセットでギフトにしその中に⽣花も⼊れる
販売しない/花だけ販売の店ができる

包装材を不要に
家にある花瓶を持って買い物に⾏く
家にあるラッピングを持参する
ドライブスルー販売（ラッピング必要ない）
スマホで読み取るラッピング（バーチャル）

素材変更

天然由来の素材にする ⿇紐、藁、葉物など
布で包む
葉っぱで巻く/葉物にする（計2）
全て紙製にする
紙のみ 種類は様々 透明、半透明 硬いなど
紙ラッピングを筒状の⻑さに切る
溶ける紙包装にし溶かす
段ボールにする

新聞紙にする/濡れたり折れたりしない段ボールなどで包む
すべて再⽣原料から作られた資材のみ使⽤
⽣分解性、海洋性分解以外のラッピングの禁⽌
おしゃれなリボンでくるくると花を包む
透明の紙を作る
⾷べられる包材にする
⾷べられるリボン メシあがりぼん

保⽔しない
栄養剤のシート溶けるものに
花の品種改良!?
⼿持ちできる距離で購⼊

フィルムを使わないようにする
家の中で花瓶に⼊れると溶ける仕様へ
包まなくても折れない花を開発
移動販売（家の近く）

テーマ１︓
2027年、花のラッピングはどうなっているとよいか︖

〜実現したい・ありたいワクワクする未来像を皆で考える〜

2025年には
具体的にどうなっているとよいか︖

（何を、どうやって解決︖）

花エコラッピング 重点アクション

テーマ2︓
環境アクション、

お客様への啓発活動をどのように⾏うか︖

◆ディスカッションテーマ
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インセンティブ
ラッピングリサイクルでポイント還元
花業界だけのエコポイント（Fポイント）を作る 持ってくるとシールと交換・宝くじなど
アプリ、ポイントなどでお客様に還元、産地、⽣産者様へ還元していく
ラッピングいる⼈いらない⼈で費⽤を分ける

効果の可視化 可視化し理由付け どれぐらいエコラッピングに変えたら環境負荷削減になるか数値化、
掛け声ジェスチャー、称え合う、など楽しくなるような流⾏を作る（レッツエコラッピング）など

意識の醸成

ラッピングを無くす
SNSなどの媒体でラッピングなしがヨーロッパ流のおしゃれという⾵潮を作る/海外で既に実施している
映像を⾒せる
CM「⼥性が花のラッピングはいらないなど」メディア露出、芸能⼈、TikTok、YouTubeを使う
⺟の⽇にラッピングなしの花をシンプルに渡す
花業界共通で啓蒙活動 ポスターロゴ、キャッチコピー業界、お客様へのアピール
影響⼒のある企業で先陣を切って進めていく

啓発
⼩学校や幼稚園などで授業することで末端の⽅から認知を広げていこう
ゴミ拾いイベント ⼭の頂上で愛を叫ぶイベントなどをと合わせてエコラッピングの花を渡す
有名な賞の花束にエコラッピングを使う
エコラッピングコンペを⾏う ⼤賞など

リパーパス 結婚式の花などを捨てるのではなくアメリカでは⽼⼈ホームなどでプレゼント
花を通じて森海動物すべての協会を作る←実⾏している花店さんなどにバッジをプレゼント

◆テーマ2︓環境アクション、お客様への啓発活動をどのように⾏うか︖

Reuse

Recycle

繰り返し使える包装にする

リユース可能な資材開発
マイバッグなど
家にあるラッピングを持参する
昔のお酒などと⼀緒で通い⽅式にする
リユース可能な資材開発
魔法の花瓶 ブーケホルダー購⼊で 交換する

2次利⽤できるものにする

鮮度保持と保⽔を兼ねた器にもなるラッピング
ペーパーに種を巻くと発芽する
折り紙になるような
ラッピングを解くと⼊浴剤へ
電⼦レンジでチンするとキーホルダーへ
保⽔パッドを使い回す

モノマテリアルにするリサイクルできるようにする
回収する 花屋でスーパーなどで回収の仕組みを作る

◆テーマ1︓2027年、花のラッピングはどうなっていると良いか︖（続き）
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「花業界の環境アクション」〜脱プラ分科会①「花エコラッピング研究会」第2回共創ワークショップご参加者

※順不同、敬称略で失礼いたします

1 ⾏政 東京都環境公社 川島 野⼟花 A
2 ⾏政 東京都環境公社 ⽊原 ⼤輔 B
3 環境カウンセラー NPO法⼈持続可能な社会をつくる元気ネット理事⻑ ⻤沢 良⼦ C
4 花店 （株）花佳 薄⽊ 健友 C
5 花店 （株）花茂 ⼤⽮ みな D
6 花店 （株）ワイズスタイル 蔵⽥ 由貴美 A
7 花店 （株）⽇⽐⾕花壇 ⻘⽊ 渉 B
8 花店 （株）ランドフローラ 藤本 祐⽮ E
9 花店 （株）パーク・コーポレーション ⼤草 久美⼦ B
10 花店 （株）パーク・コーポレーション 三浦 素直 C
11 資材メーカー・卸 （株）東京堂 ⻄潟 聡 A
12 資材メーカー・卸 （株）東京堂 鈴⽊ 利治 B
13 資材メーカー・卸 松村⼯芸（株） 眞川 秀貴 A
14 資材メーカー・卸 松村⼯芸（株） 岡本 志保 C
15 資材メーカー・卸 （株）シモジマ 佐藤 元⼀ D
16 資材メーカー・卸 （株）シモジマ ⼭崎 洋平 C
17 資材メーカー 東京リボン（株） 森⽥ 剛太郎 D
18 資材メーカー 東京リボン（株） 河⽥ 牧⼦ A
19 資材メーカー スミザーズオアシス ジャパン（株） 道⽥ 隆 B
20 資材メーカー スミザーズオアシス ジャパン（株） 緒⽅ 雅尊 E
21 資材メーカー クリザール・ジャパン（株） 海下 展也 D
22 華道家・フラワーセラピスト 春野 博⼦ 春野 博⼦ E
23 環境カウンセラー カムフル（株） 関根 久仁⼦
24 カムフル（株） ⽔野 浩⾏ D
25 カムフル（株） 井上 魁⽃ E
26 国産花き需要拡⼤推進協議会 ⼩川 典⼦
27 国産花き需要拡⼤推進協議会 ⼗川 雅⼦ E

参加者

ゲスト

第2回 開催⽇時︓ 2024年2⽉9⽇（⾦）15︓00〜18︓00頃
開催場所︓ パーク・コーポレーション（MARS）研修会場
参加企業︓ 14社＋カムフル・国需協
参加⼈数︓ 26名（3名⽋席）
ゲスト︓ 環境カウンセラー・NPO元気ネット⻤沢良⼦様、

東京都環境公社

第2回 参加企業・参加者リスト

◆花エコラッピング研究会 第2回共創ワークショップ概要
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◆SDGsの⽬標を達成するためのアプローチ

未来のあるべき姿
（SDGsを達成した世界）
から遡り、今やるべきことを
逆算で考えて⾏動する
「バックキャスティング」思考を︕

今がこうだから、きっと来年はできてもこれくらいかな︖
と、現在の延⻑線上に想定される未来を積み上げ
⽅式の「フォアキャスティング」ではなく、まず未来の
あるべき姿、こうなりたいという将来⽬標を設定し、
2030年にそうなっているためには、
5年前の2025年にはこうなっているべき、
2025年の⽬標達成のために、
2024-2025年までに年次でできることは、
と今やるべきことを逆算で考えて⾏動する思考。

◆ワークショップ当⽇の進⾏

©国産花き需要拡⼤推進協議会 123

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



◆ワークショップの様⼦
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↑エコデザイン＜構造のイノベーション＞

出典︓環境省

↓エコデザイン＜材料のイノベーション＞

出典︓⼤阪⼤学宇⼭教授資料

↓バイオプラスチック

◆環境省資料より 「エコデザイン」について

©国産花き需要拡⼤推進協議会 125

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



フランスで⾐類の売れ残り廃棄禁⽌法がスタート
寄付・リサイクルを義務化→EUへも波及、2年後から

「必要な分だけ」をつくり・買う社会へ︕
EU初、⾐料品にも拡⼤責任者責任（EPR）法を適⽤

この循環型経済のための廃棄物対策法では、今回紹介
した⾐料品廃棄の禁⽌以外に、廃棄物対策のための新
しい規則が盛り込まれている︓

☑商品の情報を消費者に正しく伝えるために、製品パッ
ケージに「⽣分解可能」や 「環境に配慮しています」など
の⾔葉を使うことができなくなる
☑2023年にはファストフード店にて、店内飲⾷で使い捨
ての⽫やカップを使⽤禁⽌

流⾏品を低価格で⼤量消費する「ファストファッション」に
よる⾐料品の廃棄拡⼤に⻭⽌めをかける

EU、売れ残った服の廃棄を禁⽌ 「つくって捨てる」
時代は終わり | ELEMINIST（エレミニスト）

◆海外や異業種の取り組み紹介

繊維から繊維（リサイクルポリエステル）へ グローバルを視野に⼊れた
繊維循環の取り組み
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https://eleminist.com/article/3118
https://eleminist.com/article/3118


⽔平リサイクルの事例

出典︓コカ・コーラ社HP

出典︓⼀社) 全国清涼飲料連合会HP

飲料⽤ボトルの取り組み

http://www.j-sda.or.jp/environment/search/pages.php?cat=2&id=2

ラベルレスやプラスチック削減事例

特定のグループの店頭で回収したペットボトルをリサイクルの原料と
して⽤い、同⼀のグループの店頭で商品として販売するという世界
初の取り組みを2社間で実践中。

様々なカテゴリーの容器包装で
加速する脱プラスチック化

出典︓ローソン株式会社HP

世界初︕紙カミソリ

出典︓ネスレ社HP

出典︓クラシエホームプロダクツ株式会社HP

コカ・コーラ＆セブン＆アイ・ホールディングス
の共同企画 「⼀（はじめ）緑茶 ⼀⽇⼀本」

紙化の事例
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション

http://www.j-sda.or.jp/environment/search/pages.php?cat=2&id=2


返却可能な再⽣PPバッグ

2020年3⽉以降プラ製のショッピングバッグを廃⽌、
紙製のショッピングバッグへ移⾏

回収されたバッグは⾞の内装の素材などにリサイクル予定。

不要になった場合、全国の無印良品に返却でき、
その場でバッグ代の返⾦を受けられる
⇒ユーザーは費⽤負担なく、環境負荷低減に寄与できる
（破損してしまったものでも問題ない）

⼤きなサイズの商品・まとめ買いには3サイズで展開される
「再⽣ポリプロピレンバッグ」を別途販売

地球資源循環化及び廃棄物削減
のための取り組みの⼀環として、

⼩売ブランドの事例
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リサイクル・リユース活動／ブランドとして環境アクションを宣⾔

⾃然界から借り出してきた資源がこの先もずっと無理なく回っていくように。
無印良品は⼀部商品を対象に、お客さまから不要になった商品を店舗で回収し、原料・リサイクル商品として
活⽤するリサイクル・リユース活動に取り組んでいます。

無印良品のリサイクル・リユース｜無印良品 (muji.com)

「無印良品では、提供する商品やサービスや活動を通じて、資源循環型・⾃然共⽣型の社会、持続可能な
社会の実現を⽬指しています。」
⇒⾃然とのより良い関係を⽬指し、地球資源の循環化および廃棄物の削減に向けて⾏っている様々な取り組
みとその実績をHPで公開

⼩売ブランドの事例

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション
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https://www.muji.com/jp/ja/special-feature/other/recycle/


◆テーマ2︓他のグループの意⾒を聞いて、⾃分達ができること

●「テーマ1」は第1回WSと同じ「2027年、花のラッピングはどうなっていると良いか︖」をテーマにディスカッション
（今回初参加の⼈が多かったこと、また、
同じテーマを繰り返し考えることでより深度と解像度が増す効果もあるため）。前回同様、⾃由な意⾒・
アイデアが多数⾒られた。

●その「テーマ1」各グループの発表を経て、今回はさらに「⾃分達ができること」を考えた。その意⾒を抜粋し、
それぞれ「花店」「資材メーカー」に分けて紹介。
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◆Next Step 次年度に向けて︓2024年6⽉環境⽉間〜9⽉SDGs週間
脱プラ・サーキュラー/花エコラッピング研究プロジェクト（分科会❶）

6⽉の「環境⽉間」に向けていっしょに取り組んでくださる仲間を⼤・⼤・⼤募集︕

2024年、私たち花のABCは
「セロハン」の使用を

半減することを目指します！

POP Sample

これから、花業界の皆様や、時に異業種の⽅々と共に、花業界の“環境アクション“を推進していきます。
毎年6⽉の「環境⽉間」や9⽉の「SDGs週間」をきっかけに、活動の盛り上がりを創出していきます。
全国の⼀店⼀店の花店様、⼀社⼀社の企業様がそれぞれに、毎年独⾃の“環境アクション”
を宣⾔・実⾏し、その成果を年々積み上げながら、花業界全体の⼤きなムーブメントに育てていきます。

エントリーいただくと…（2024年5⽉中旬〜展開予定）

●ダウンロードツールのご提供
＊店頭⽤POPの雛形データ
＊well-blooming project ロゴデータ申請権 など
●店頭⽤ステッカー提供
●半期毎の活動レポート共有
●花の国⽇本協議会公式サイトに参加花店名・企業
名の掲載など、順次充実させます

R6年度へ
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脱プラ分科会❷ 切花市場産地由来包材 プラ資源サーキュラープロジェクト  

先⾏取り組み︓⼤⽥花き様
6/16 初回ヒアリング・市場⾒学
8/2 ダルマ実物を⾒ながら打合せ

ダルマ年間推定量算出
12/5 打合せ再開
2/20    打合せ続き
3⽉4⽉ ごみ計量器デモ実験
6⽉環境⽉間〜ダルマ回収実験

花店に持ち帰られる
or

市場に捨てられる
流通過程のプラ資材

＋ダンボールごみ⾒直し
＋ゆくゆくは植物残渣回収

◆ダルマなど資材の回収・リサイクルスキーム検討

追随取り組みに向けて︓都内市場様・広島花満様
12/5 東⽇本板橋花き様初回ヒアリング・市場⾒学
12/14 秋葉原UDX ゴミ計量機⾒学
2/20 広島花満様初回打合せ（世界ばら会議福⼭⼤会）

3/8 世⽥⾕花き様・東京フラワーポート様合同打合せ
6⽉環境⽉間〜ダルマ回収実験（要相談）

R6年度へ

7⽉〜 ごみ計量器デモ実験スタート ＠東京フラワーポート様
9⽉〜10⽉ 広島・花満様

福⼭世界ばら会議・広島県補助事業（ユニリーバ社）でダルマ回収実験
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◆ダルマの形状・プラスチック素材種類・重量

①分別は、リサイクルしやすい PET・PS・PE の3種類としたい ※PSはバージン・再⽣の分別不要

②品質が良い（汚れが少ない・⽔がびしゃびしゃしていない・異物混⼊が少ない）
③ある程度の量が確保できること  ※ペレット試作の場合はPET・PS各500kg必要

◆考察

◆Next Step 次年度に向けて︓市場でダルマ分別回収・ゴミの計量実験

プラ資材そのものの⾒直し（削減・規格や樹脂の統⼀、代替素材検討等）
→イノベーションを︕

ごみの⾒える化
まずは⾃主計量システムを使ってごみの⾒える化を実施（ごみの種別排出量、
それぞれ処理フロー、委託先、コスト）

花の種別売上に対するごみの原単位の算出ができるごみの量が推計でき、経
費・ごみの量の削減や リサイクルの促進に寄与
※⼀元管理会社の⾒直しも検討⇒段ボール・雑紙は⾃社で畳んで重ねるだけで古紙再資
源化先へ有価販売へ

マテリアルリサイクル
資材メーカーとも協議し、ダルマ・鉢トレーなどの⽔平リサイクル・マテリアルリサイクル
を⽬指し実証を⾏う

輸送時の効率アップや前処理のために圧縮機や粉砕機の導⼊も検討したい
さらに、リサイクラビリティ（処理スキーム、出⼝、販売先・価格）の検討へ

環境配慮設計

バイオマス利活⽤
その他︓R6年事業 各市場→各種助成⾦申請に向けた準備

（詳細次ページご参照）地域に愛される「ごみゼロ市場」〜循環型社会への貢献
を⽬指しましょう︕

R6年度へ
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◆回収・リサイクルの流れ（現時点では妄想案）

◆「第20回世界バラ会議福⼭⼤会2025」へ環境テーマ参画に向けて

ユニリーバ社主導で公募申請
→→採択へ︕︕

「UMILE」サーキュラーエコノミー
プロジェクト・広島県採択事業を
福⼭市で横展開
●ユニリーバ社×地域の花業界
×地元企業Curelabo社 コラボで
実施決定

●福⼭市で異業種連携・プラごみ＆
植物残渣サーキュラーエコノミーの
実現へ

★R6年度本格調整スタート
地域のドラッグストア、花市場、花店、ホテル・
駅ビルなど商業施設で連携
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花店由来のプラごみ（⼀部）⼀緒に回収
⇒フレーク・ペレット化できる可能性⼤
地域の花店にも市⺠と共に参加していただきたい︕

バラ鉢⇒
エコバッグなどへ

福⼭駅や商業施設に
回収BOXを設置

花店由来の
植物残渣も
原料の⼀部へ

広島・花満様（＋広島県東部花き様）を中⼼に花の国会員⼩売企業様にお声がけ
6⽉環境⽉間に、プラごみ＆植物残渣回収の実験→→本番に向けて準備していく
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脱プラ分科会❸ 鉢物市場 「鉢トレー プラ資源サーキュラープロジェクト」

◆Next Stepに向けて
3/4 豊明花き様にてプレ・ラウンドテーブルプラスチック勉強会＆ディスカッション

参加者︓⼤阪⼤学宇⼭教授、関根さん、市場様、プラメーカー様、⽣産者様

◆鉢トレーの回収・
リサイクルスキーム検討

マテリアルリサイクル
（⽔平リサイクル）と
全く新しい様式の

開発へ

◆取り組み︓リーディング市場・豊明花き様
4/13 豊明花き様初回ヒアリング・市場⾒学
7/11 FAJ様初回ヒアリング・市場⾒学
10/4       鉢物プロジェクト会議内で本分科会に向けた説明
11⽉ 鉢物プロジェクト会員市場13社にアンケート実施
1/24 豊明花き様打合せ
2/15 千葉県・花武様ヒアリング・店頭⾒学（資材メーカー様）

豊明花き様鉢トレー回収時分類表
東⻄でサイズ仕様が異なる
100種類くらいあるのでは…︕︖
農⽔物流ガイドライン／
規格「01」への集約

R6年度 有志市場・関連企業・⽣産者で検討PJ発⾜
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◆鉢物市場 「プラスチックに関するアンケート」 結果抜粋

●ご回答いただいた市場様（13市場中8市場様）※敬称略
花満（2名様がご回答）、フラワーオークションジャパン。豊明花き、九州⽇観植物、⻘梅インターフローラ
鴻巣花き、⾦沢花市場、⻄⽇本花き

種類もまちまち

素材わからないが多数

⼩売店から回収
→⽣産者が再利⽤
が最も多いがワンウェイも

量もまちまち

リユース⽅法も各市場まちまち
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参画意思ありが多数
3/4参加市場募集︕

◆鉢物市場 「プラスチックに関するアンケート」 結果抜粋（続き）
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◆鉢物トレープラ資源サーキュラープロジェクト（分科会❸）
プレキックオフ勉強会＆意⾒交換会

3⽉4⽇（⽉）＠豊明花き
参加者︓⼤阪⼤学⼤学院⼯学研究科・宇⼭浩教授、

カムフル（株）環境カウンセラー関根⽒
豊明花き、⽇本ポリ鉢、花苗⽣産者、国需協メンバー
（Zoom参加︓花満、⻄⽇本花き、東京フラワーポート、鉢プロ事務局）
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◆Next Step 次年度に向けて︓
全国主要鉢物市場にて鉢トレー種類別数量カウント作業
〜鉢トレープラ資源サーキュラープロジェクト（分科会❸）キックオフ

先⾏市場の取り組み︓
●カゴトレー01タイプへの集約化に向け
回収後、今まで廃棄にしていた6割を資源化
→→リサイクルプラ製に順次切り替えていく
（案︓市場が優良⽣産地に予約発注する分から切り替え）

●今まで回収→整理→リユースしていた4割の
トレーのタイプを絞っていく（=型を減らしていく）
→→不要タイプ淘汰

全国⼤⼿鉢物市場（計8社予定）にも働きかけ
各市場からの帰り便で豊明花きに最終回収

＝数量把握の上、集積→リサイクル可能性探る

5⽉
⺟の⽇⽉間

トレー数
最⼤化

6⽉
トレー種類
トレー数
カウント依頼

7⽉8⽉
集計、作戦

4⽉中
各市場へ説明

9⽉〜
回収→粉砕

⽔平リサイクル実験

令和6年6⽉吉⽇
全国鉢物類振興プロジェクト協議会に
ご参加の鉢物市場各位様

国産花き需要拡⼤推進協議会 事務局
（⼀般社団法⼈花の国⽇本協議会）

向暑の候、皆さまにおかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご⾼配を賜り、厚く御礼申し上げます。

当協議会で推進します花業界の環境アクションの⼀環で、将来的に鉢物トレーの「⽔平リ
サイクル」を⽬指すプロジェクトを⽴ち上げるべく、動きはじめております。昨秋は皆さま
にもアンケート調査にご協⼒いただきまして、誠にありがとうございました。

本年令和6年度の事業では、リユースできずに廃棄にまわっているプラスチックトレーを
回収→ペレット化→リサイクルプラスチック含有の再⽣トレー（01に集約）に作り替えて、
業界内で循環させることできないか、実証実験を始める予定です。

そのためにはまず、全国の⼤⼿鉢物市場様において、どのくらいの量の鉢物トレーが廃棄
されているのか把握し、通常の商流の中で、回収可能な市場様に廃棄予定のトレーを集める
ことができるかどうかなど、検証したく考えています。

つきましては、⺟の⽇以降、貴市場内に滞留している廃棄予定の鉢物トレーの調査を7⽉
中にお願いしたく、ご協⼒のご依頼となります。

豊明花き様の事例で申し上げますと、全体のトレー数の6割はリユース、4割は破損などを
理由に廃棄しているそうです。この4割を廃棄することなくリサイクルし、少しでもバージ
ンプラスチックの使⽤を減らし、今後社会的に許されなくなる使い捨てプラスチック資材を
花業界でも抑制することで、結果的に鉢トレーの型も集約され、効率的な物流にも繋げてい
けるよう、花業界全体で協⼒し解決策を模索していければと思います。

ご多忙のところご⾯倒をおかけいたしますが、各社様、何卒本調査へのご協⼒をお願い
申し上げます。

▼具体的なご依頼事項
トレーの種類がものすごく多いと思いますが
①特に多いトレー、ベスト10の⼀覧表（画像）

②10種のトレーそれぞれ／その他トレーまとめて、
約1ヶ⽉間に市場に滞留している枚数を
カウントしてください。
※1ヶ⽉が難しい場合は1週間の数量でもOKです

調査結果のご連絡先：info@hananokuni.jp
ご回答締切： 2024年8⽉8⽇（⽊）

貴市場鉢物トレーに関する調査ご依頼

↑例︓豊明花き様鉢トレー
回収時分類表

【ご参照】花業界の環境アクション「well-blooming project」について
国需協公式サイト：https://homeuse-hana.jp/wellblooming/
ニュースリリース配信（4/23・5/30）QRコード→→→

R6年度へ
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令和５年度
環境アクションに関するコンサルティング業務

実施報告書

令和６年３月３１日
カムフル株式会社

抜粋
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【コンサルティングの概要】
①花業界各社へのヒアリングとアドバイス
②環境セミナーの 開催（第⼀回10⽉18⽇）
③花エコラッピング研究会（第⼀回11⽉10⽇、第⼆回2⽉9⽇）
④花業界内での分科会設⽴へのアドバイスと⽅向性の提案
⑤well-blooming のロゴの作成と企画提案
⑥その他︓花業界にも関連性のあるサスティナビリティ―の最新動向等共有等

④花業界内での分科会設⽴へのアドバイスと⽅向性の⽴案

1.脱プラ減プラ&花エコラッピング研究

1-1 業務⽬的
・ 回収・リサイクルよりも 削減/サイズダウン、代替素材を含むバージン原料の削減
1-2 業務内容

・エコバッグ開発による使い捨てプラスチックの削減
・花店→消費者へ意識改⾰&啓蒙活動

2.プラごみサーキュラー(切花、だるま）

1-1業務⽬的
・産地由来包材(花店→花市場回収)のサーキュラー化によるバージン原料の削減

&使⽤エネルギーの削減
1-2 業務内容
・ダルマの現在状況の把握（⼤⽥花きにて）
・市場への環境教育（プラ廃棄物の実態調査&計測）
・ダルマ単⼀素材への誘導

3.プラごみサーキュラー（鉢物トレー）

1-1業務⽬的
・産地由来包材(消費者→花店→花市場回収)のサーキュラー化によるバージン原料の
削減と使⽤エネルギーの削減

1-2業務内容
 ・鉢トレーの現在状況の把握（豊明花きにて）

・市場への環境教育（プラ廃棄物の実態調査&計測）
・トレー規格統⼀化減プラに向け仕様⾒直し

⑤well-blooming のロゴの作成と企画提案

花業界全体の環境アクションの象徴とするためのロゴ、企画の作成。

◆カムフル社報告書より（抜粋）
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【令和５年度振り返り・考察】
１．花業界の環境領域の取り組みの現況と課題

市場流通/加⼯〜⽣花店の関係各位（ステークホルダー）訪問・ヒアリングを通して把握
できたのは、会社によって環境課題に対する理解度や取り組みの差異があること、資源循
環や脱炭素の観点から⾏うべき科学的根拠に基づく取り組み⽅針の策定やアクション推
進が充分とはいえない状況であることがわかりました。

特に、セロファン（OPP）・不織布やフローラルフォームなど、⽣活者にわたった後に使い捨
てられるプラスチック製容器包装の使⽤量の多さや、流通において多⽤されるプラスチック
製のトレーやダルマなどの容器、段ボール箱などが、 リユースも⼀部されていますが、⼤半は
⼤量に再資源化されることなく廃棄されている状況を確認し、それらに対する改善の取り
組みが最優先課題と思われました。

これらの改善のためには、まず種別の使⽤/廃棄量やサプライチェーン全体での調達〜流
通形態、廃棄物の処理フローなどの把握から始め、どのような削減・再資源化⼿段を講じ
ることができるかなど、⽬指すべき姿からバックキャスティングした全体像を描くことが肝である
と考えます。

また、環境カウンセラーの知⾒にもとづき、流通のハブとなる花市場と花屋が連携した資源
回収・リサイクルの協働、異業種との連携も視野にしたスキーム案について策定し、花市場
を中⼼に意⾒交換を⾏いました。

さらに、花の⽣産農家における取組も含めた、サプライチェーン全体での環境負荷/LCA把
握、⼀体となった改善のための戦略策定が必要ですが、本年度はまずMPS認証を受けた
⽣産者の状況やヨーロッパの動向などを確認することから開始しました。

２．環境を取り巻く国内外の動向の理解

個社個社で様々な取組を検討、進めていくことも⼤切ですが、お客様への働きかけ・啓発
を花業界全体で⾏っていくことで「花業界の変⾰」を周知できると考えました。

そこでまず、花業界各位の知識・意識醸成を図ることが重要と考え、ヒアリング、セミナー/
勉強会を通して、花業界全体で環境を取り巻く動向や国の資源循環戦略などについて
共に学び、その結果、⼀定の知識の底上げを⾏うことができました。
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個社の取り組みの中には、科学的根拠に照らし合わせて環境配慮を訴求できるか曖昧
なケースも⼀部⾒受けられ、グリーンウオッシュがより問題視される昨今、先⾏しているヨー
ロッパなどのガイドラインも参考に、最終的にリサイクルが⽇本で可能かなども留意し、消費
者も企業イメージも守っていくよう努める必要性が⾼まっているます。

さらに、関係者が集まって実施した数回のワークショップ等を通して、実際に花業界で課題
となっていることーとりわけ⽣活者にわたった後に使い捨てられるプラスチック製容器包装に
着⽬して、その削減や再利⽤しやすいものや環境負荷の低い代替素材の案などについ
て、企業の垣根を越えて検討しました。すぐ実現できるアイデアから、花の業界が⽬指す未
来の姿なども楽しく協議でき、業界内の⽬線合わせを⾏うことができたと思います。

ワークショップの結果も踏まえた花の国⽇本協議会を中⼼に花業界が⼀丸となって取り組
む「well-blooming project」を⽴ち上げ、様々な環境対応商品の紹介を含めた共通
のコミュニケーションの開始に向けた準備を⾏うことができたのは、サーキュラーエコノミーへの
転換に向けた着実な第⼀歩といえると思います。

３．今後の⽅向性・花業界に期待すること

本年6⽉に閣議決定された国の「第6次環境基本計画」や、それを受けて今夏施⾏予
定の「第五次循環型社会形成推進計画」にもカーボンニュートラル、⽣物多様性の保全
と併せて、「サーキュラーエコノミー（循環経済） 」へ移⾏し、循環型社会を形成すること
は国家戦略であると明確に位置付けられました。

また、将来にわたって質の⾼い⽣活をもたらす・地上資源基調の「ウェルビーイング/⾼い⽣
活の質」の実現を⽬指す 「新たな成⻑」としてが⽅向性として⽰されました。

⼈類の活動が地球の限界を超えつつあり、2030年ごろまでの選択が、数千年先まで影
響を及ぼす「勝負の10年」になると⾔われている今、⾃然の恵みに依存する花業界の事
業の持続可能性のためにも、システムの⼤きな変⾰が必要となると考えます。

上記国の⽬標にも沿う形で、令和６年度以降の⽬標として、花業界の環境負荷をサプ
ライチェーン全体で把握し、地下資源依存から地上資源基調のシステムへの転換を⽬指
していけるよう、科学的根拠にもとづくスピードとスケールの確保を期待します。

【令和５年度振り返り・考察】（続き）
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⽣活者にわたってしまったプラスチックなどの包材を回収してリサイクルする⽅策も必要で
すが、何よりも製造者・販売者の責任としてサーキュラーデザイン（環境配慮設計）に
取り組むことが⼤事です。
国や⾃治体、異業種との連携も検討しながら、バックキャスティング思考で⽬標設定
し、お客様とともに取組を波及拡⼤していくことを応援しています。

【令和５年度振り返り・考察】（続き）
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SDGsの⾻⼦でもある
「ウェルビーイング」
世界中の⼈々が
⼼⾝および社会的にも
健康で幸せな⼈間になる

花や植物が持つ驚きの効果︕＝

「#ビタミンF」 が
「ウェルビーイング」に貢献することを
社会にいっそう広めていく活動を︕

花や植物のチカラ、未体験の⼈へどう伝えるか、
幸せ体験を創出する⽅法を編み出せるか、が活動の鍵

◆背景︓コロナ禍、⽣活者は花やグリーンを希求

花の国⽇本協議会実施アンケート結果より（ｎ＝950名）
アンケート回答期間：2020年4⽉22⽇（⽔）〜5⽉7⽇（⽊）

花や植物が持つ驚きの効果︕

「#ビタミンF」プロモーションへ

このとき、花をなりわいとする⼈たちが共感、
今こそ花のチカラを伝えよう︕︕

◆「＃ビタミンF」を社会に広める活動へ



◆PR TIMES ニュースリリース 9/20配信
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000019.000054763.html
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◆PR TIMES ニュースリリース 9/20配信 （続き）
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◆PR TIMES ニュースリリース 9/20配信 （続き）
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国際⼥性デーのパートナー
「HAPPY WOMAN 実⾏委員会」の
もうひとつの活動「HAPPY EARTH」

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



9⽉19⽇（⽕）＠国連⼤学
オープニングセッション・アンバサダー就任式会場の装花
※メディア取材多数

9⽉20⽇（⽔）〜24⽇（⽇）
＠ITOCHU SDGs STUDIO（⻘⼭）
「HAPPY EARTH STATION」 会場⼊⼝装花にそのまま活⽤

◆HAPPY EARTH FESTA 2023 
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9⽉23⽇（⼟・祝）＠ITOCHU SDGs STUDIO（⻘⼭）
森永乳業、伊藤園、ユニリーバなど企業の環境取り組み展⽰コーナー、エシカル商品マルシェ横スペース

ワークショップの⽬的︓

⾝近なものがフラワーベースとして活⽤できることを伝
え（リユース＆アップサイクル）、実際に花を飾ったり
贈ったりすることを通じて、花から元気をもらったり、
⽇々の暮らしや⼤切な⼈との時間がHAPPYになる実
体験をしてもらう（＝＃ビタミンF〜ウェルビーイング）

40名の応募は即埋まる
当⽇は⼩⾬の天候のせいもあり30名が体験
親⼦連れがメイン、⼤⼈単独参加もあり

森永乳業様提供の⽜乳パック使⽤、
「MPS認証の花」の紹介もあわせて⾏う

◆HAPPY EARTH FESTA 2023（続き） 
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◆HAPPY EARTH FESTA 2023（続き） 
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MPSの花に関⼼を持つママと娘 ワークショップに参加のファミリーたち
お⼦さまは男⼥半々くらい

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



●⻘⼭学院⼤学を中⼼とした学⽣たち（Z世代）の活動紹介

◆HAPPY EARTH FESTA 2023（続き） 
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Ｐ
Ｓ
ジ
ャ
バ
ン
腕
（松
島

義
幸
代
表
取
締
役
）
は
「花

き
産
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
に
求
め
ら
れ
る
も
の
　
環

境
や
社
会
に
無
責
任
な
花
き

製
品
を
な
く
す
た
め
の
国
際

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

の
オ
ン
ラ
イ
ン
無
料
セ
ミ
ナ

ー
を
６
月
２３
日
午
後
に
開
催

し
た
。
協
力
＝
日
本
フ
ロ
ー

ラ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
。

講
師
の
彦
田
岳
士
氏
（Ｍ

Ｐ
Ｓ
ジ
ャ
バ
ン
）か
ら
は
「Ｍ

Ｐ
Ｓ
は
■
９
９
４
年
に
環
境

へ
の
配
慮
が
な
い
花
き
生
産

７
年
。

２
０
２
■
年
に
は
世
界
５２

カ
国
で
３
５
６
７
の
生
産
会

社
が
参
加
。
日
本
で
は
生
産

組
合
の
改
変
な
ど
が
あ
り
２

０
０
近
く
い
た
参
加
者
は
４４

社
と
な
っ
た
が
現
在
大
規
模

の
個
人
生
産
者
の
参
加
が
増

え
て
き
て
い
る
。

応
募
ま
も
な
く
完
売
。
今
ま

で
一般
の
人
が
環
境
に
配
慮

し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
生
産
さ

れ
る
Ｍ
Ｐ
Ｓ
の
花
を
知
る
機

会
、
手
に
す
る
機
会
が
な
か

っ
た
が
、
こ
う
い
う
場
で
知

っ
て
い
た
だ
き
、
花
や
グ
リ

ー
ン
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

ＭＰＳジャバン勁インセミナー　　が漱獄寸“梨（鋤摯

環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
が
誕生した花き生産の

花
のイ
メー
ジ
を
守
る
構鶴釘″駆̈
岬

に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を

伝
え
、
『＃
ビ
タ
ミ
ン
Ｆ
』

（花
や
グ
リ
ー
ン
の
も
つ
驚

き
の
効
果
）を
社
会
に
広
め
、

幸
福
な
未
来
創
造
に
貢
献
す

る
花
業
界
へ
と
進
む
力
を
得

て
い
き
た
い
」
と
花
の
国
日

本
協
議
会
ｏ小
川
典
子
氏
。

花と緑の生活空間づくりを
提案します

ⅢJF兵庫県生花 大阪本部

Web会員限定サイト[亜璽亜壺亜〕
「CRESCENDO(大植ねっと)」
○市況・売立情報が見放題   好評稼働
○送り状 (出荷データ)の入力にも対応
○注文情報など役立つデータが参照・引用可
パソコンをお持ちの方は是非
お持ちでない方もパソコンのご購入と併せてご検討下さい

加入の申込 。お問い合せは電算課
(TEL:06-6864-9200)1ま ‐で

〒561-0805大 阪府豊 中市原 田南1丁 目15番1号
梅田 (切花)TEL:06-6864-2131 FAX:06-6866-1814
大植 (鉢物)TEL:06-6864-0661 FAX:06-6866-1834

面田生花市場0大阪植物取引所

にいがだの花いちば
｀`
＼|

＼

フレッシュ  fresh

株式会社 新  植  代表取締役 木村圭介
〒956-0112 新潟県新潟市秋葉区新保 926-1TEL0250-38-2005 fax0250-38-2132
Eメ ール info@shinsyOkuJp
http://、v、へv.shinsyokujp
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素早く行動 !

待たせない !

新濡植物地方卸売市場

今よりももつと花や緑ガ

私たち」F
新しい花き流通を

株式会社フラワーガ
〒143-0001 東京都大
切花部  TEL 03-3799‐
鉢物部  TEL 03… 3799‐

株式会社市川フラワーオー
〒272‐0015 千葉県市川市長
TEL 047-370-6701  FAX 047
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善
要
求
が
起
こり
つ
つあ
る
。

Ｍ
Ｐ
Ｓ
は
生
産
者
向
け
、

市
場
向
け
、
流
通
向
け
が
あ

り
、
業
界
全
体
で
の
取
り
組

み
が
可
能
。
重
要
な
こ
と
は

『花
き
の
生
産
と
流
通
の
透

明
性
を
向
上
し
発
信
し
て
い

く
こ
と
』。
花
き
日
持
ち
品

質
管
理
コ”証
制
度
『リ
レ
ー

フ
レ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
』
や
日
持

ち
生
産
管
理
切
り
花
の
日
本

農
林
規
格
『特
色
Ｊ
Ａ
Ｓ
』、

鉢
花
へ
も
体
制
を
整
え
て
い

く
」
と
今
後
の
意
向
も
示
さ

れ
て
い
た
。

ち
削
っ
た
結
果
、
中
途
半
端

な
も
の
が
で
き
る
わ
け
だ
▼

イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
て
商
品

を
売
る
の
も
結
構
だ
が
、
そ

れ
が
住
宅
で
は
、
完
成
し
て

か
ら
困
っ
た
で
は
本
当
に
困

る
。
そ
の
点
室
内
に
置
く
グ

リ
ー
ン
な
ど
は
、
買
っ
て
後

悔
し
て
も
ま
だ
被
害
は
小
さ

い
。
そ
れ
で
も
花
な
ど
に
関

し
て
「こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な

か
っ
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
声
を
吸
い
上
げ
る
努
力

が
必
要
だ
。
し
か
し
、
ヘ
ソ

曲
が
り
だ
が
、
失
敗
し
な
い

よ
う
に
と
い
う
こ
と
ば
か
り

気
を
遣
っ
て
い
る
と
、
失
敗

か
ら
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
。

消
費
者
は
農
薬
な
ど
の
化

学
物
質
を
危
険
な
も
の
と
感

住
宅
展
示
場

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

の
リ
ビ
ン
グ
な

ど
が
あ
ま
り
参

考
に
な
っ
て
い

′m(1《影錮
園芸春秋

な
い
、
と
い
う
ネ
ッ
ト
記
事

を
見
た
。
別
に
家
を
建
て
る

予
定
は
な
い
が
、
我
が
意
を

得
た
り
と
い
う
感
じ
▼
テ
レ

ビ
の
住
宅
Ｃ
Ｍ
は
、
天
丼
も

高
く
広
々
と
し
た
リ
ビ
ン
グ

を
中
心
に
映
像
が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
人
々

の
憧
れ
は
こ
れ
だ
と
い
う
意

識
な
の
だ
ろ
う
。
現
実
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
の
活
躍
す

る
よ
う
な
大
広
間
は
、
予
算

が
限
ら
れ
る
の
で
実
現
は
難

し
い
。
せ
め
て
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
し
て
で
も
と
あ
ち
こ

メ
=」
ユ』Ec

鯰
＼
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政｀

公
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花卉園芸新聞
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



◆花の効果効⽤研究リスト（⼗川雅⼦⽒調べ） 
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



「#ビタミンF」花のもたらす効果についての参考資料

①癒やし効果がある

下記、農研機構が筑波⼤学等との共同研究より抜粋。

●リラックス効果が⽣まれる  ●ポジティブな感情が⽣じる
●イライラなどが軽減される  ●疲れを癒やす etc.

1) Viewing a flower image provides automatic recovery effects after psychological stress.
Mochizuki-Kawai H, Matsuda I, Mochizuki S. Journal of Environmental Psychology (2020)

③ストレスケアに効果的 

●ストレス時に⾼まる交感神経活動やストレスホルモンが低下 etc.
●⾝の回りの“⼩さな⾃然”、部屋に花を⼀輪飾るだけでも効果が！
下記、⻑年「⾃然セラピー」を研究してきた千葉⼤学 環境健康フィールド科学センター
グランドフェロー・同⼤名誉教授 宮崎良⽂先⽣、同⾃然セラピープロジェクト特任助教
池井晴美先⽣へのインタビュー記事より。

「まずご紹介したいのは、花を⾒る実験の結果です。⾼校⽣やオフィスワーカーなど男⼥
114名がバラの花を4分間眺めたときの⾃律神経の活動を調べました。すると、リラックス
時に⾼まる副交感神経活動が15.0%亢進し、ストレス時に⾼まる交感神経活動が16.3%低下
するという結果が得られました。 次に、森林の中で⾏なった実験についてです。2005年か
ら2018年までの14年間、全国63カ所の森林で756名を被験者に⾏なった実験では、都市を
15分間歩いたときと⽐較して、森を15分間歩いた場合、コルチゾールというストレスホル
モンの濃度が13.8% 低下することがわかりました。また、副交感神経の活動は72.0%亢進
し、リラックス効果が顕著に⾼まるという結果が得られました」(宮崎先⽣) 6)

「例えば、"⼤きい⾃然"の代表ともいえる、⼭や森へ⾏くのがハードルが⾼ければ、
"中くらいの⾃然"である公園に⾏ってみてはいかがでしょうか。⼼地よい気温の春と秋で
あれば、森林セラピー同様のリラックス効果が得られることがわかっています。もっと⾝
近な"⼩さい⾃然"なら、好きな花を部屋に⼀輪飾るだけでもいいんです。」(宮崎先⽣) 7)

6) 7)⼼・体・性のウェルネスメディア yoi 「緑や花の癒やし効果を科学的に解明！ストレスケアに有効な「⾃然セラ
ピー」とは」2022.9.25 https://yoi.shueisha.co.jp/body/mentalhealth/3526/

研究・調査によって報告されている花の効果のなかからピックアップ

「実験参加者に不快な画像を⾒せて⼼的ストレスを負荷し、その後、花の画像を⾒せた
ところ、不快な画像によって⽣じたネガティブな情動(恐怖や嫌悪感)が減少してポジ
ティブに転じました。さらに、上昇していた⾎圧は3.4%低下し、その低下幅は花以外の
画像を⾒せた時に⽐べて有意に⼤きなものでした。また、ストレスによって上昇するホ
ルモンの値は花の画像によって21%低下することが確認されました。実験参加者の脳活
動を解析した結果から、花の画像を⾒ることによって情動の⽣起に関わる脳領域(扁桃
体)の活動が抑制されることが明らかになりました。実験参加者は「花」という刺激に惹
きつけられることで、ストレス源であった不快画像から注意が逸れたと推察されまし
た。その結果、ネガティブな情動を⽣起させていた扁桃体領域の活動が減少し、⾝体に
⽣じていたストレス反応(⾎圧やホルモンの上昇)も緩和したと考えられます。」1)

②幸福度を⾼める
●喜びの笑顔になる ●うれしくなる ●気持ちが伝わる etc.

花を⾒ることで…… ⾃然に触れることで……

花を贈られると……

以下、ラトガーズ・ニュージャージー州⽴⼤学のジャネット・ハヴィルランド・ジョー
ンズ教授研究を取り上げた記事と、農⽔省の調査報告書からの抜粋。

「⼼理学を専⾨とするラトガーズ・ニュージャージー州⽴⼤学、ジャネット・ハヴィル
ランド・ジョーンズ教授は、2005年に感情と花の関係性の研究2)をスタートさせる。こ
の研究の⼀環として、キャンドル、かご⼊りのフルーツ、花束という3種類の異なるギフ
トを過去の研究に携わった総勢147⼈の⼥性たちに贈る実験を⾏った。ギフトを届けた
配達⼈は、実は彼⼥が雇った観測者で、⼩包を受け取った⼈たちの表情を分析し、各ア
イテムがどのように⼈の感情を揺るがしたかを紐解いたのだ。このいたってシンプルな
リサーチは驚きの結果をもたらしたのだと当時のことをジョーンズ教授は回想する。花
束を受け取った⼈々は全員、⼼理学者が「真の喜びの証」と考えるデュシェンヌ・スマ
イルを⾒せたのだ。」3)

「①花や緑をもらって「嬉しかった」は9割以上。8割以上が相⼿への好感度も上昇。 ②
「相⼿からの感謝、愛情、お祝いの気持ちが伝わった」は65％、「相⼿が⾃分を思い出
してくれたことがわかった」が46％と、相⼿を⼤切に思う気持ちを伝える⼿段として、
花や緑のプレゼントは効果的」4) ※⼀般の被贈答者500⼈に対する調査結果。5)

2)An Environmental Approach to Positive Emotion: Flowers.  
Haviland-Jones, J., Rosario, H. H., Wilson, P., & McGuire, T. R. (2005). An Environmental Approach to Positive 
Emotion: Flowers. Evolutionary Psychology, 3, 104‒132.
3) VOGUE JAPAN「花がもたらす幸せ効果とは？」2020.6.3   https://www.vogue.co.jp/lifestyle/article/usvogue-flower-power
4)令和２年度花きの新需要開拓につながるビジネスモデル事業化可能性調査委託事業 農林⽔産省「花や緑の効⽤・家庭
とオフィスへの導⼊状況に関する調査調査報告書」p.67 2-4-2. 贈答の効果 5)同上p.7 1-4-1. 消費者調査（調査Ａ〜Ｄ）

④⾃⼰肯定感・社会性が向上する
●参加者同⼠で花を通じて⾃然に会話が⽣まれる
●気持ちがくつろぎ、⾃分に⾃信が持てるように etc.

フラワーアレンジメントを
作ることで……

下記、佛教⼤学保健医療技術学部論集 第6号（2012年3⽉）より抜粋。
「地域在住の健康な中⾼年成⼈ 20 名に対してフラワーアレンジメントを⾏い、 ⾃記式アン
ケート（フェイススケール、気分シート）を使⽤し⼼理⾯の主観的な変化をとらえ、また唾
液中のコルチゾール値を計測し、客観的なストレスの変化について検討した」
「フラワーアレンジメントを⾏うことで嬉しさ、喜びという感情を得た表れであると考え
る。気分シートの結果から、フラワーアレンジメントを⾏うことで緊張が緩和され、気持ち
がくつろぎ、集中でき、活気がわき、陽気な気持ちになり、元気になり、恥ずかしさを感じ
なくなり、⾃信が持て、誇りに思い、他⼈の役に⽴つ気持ちになり、⾃分は価値のある⼈間
だと思えるようになることが明らかになった。」
「今回の研究では、4〜5名が1つのテーブルを囲んで座る形で⾏い、適度な雑談をしながら
お互いの作品を認め、褒め合いながら作業を⾏っていた。同じ体験をしながらコミュニケー
ションを図るという社会的交流も⼼理⾯に少なからず影響していると考える」8)

8) 佛教⼤学保健医療技術学部論集 第 6 号（2012 年 3 ⽉）「地域在住の中⾼年成⼈に対する フラワーアレンジメントの介⼊
効果 ―⼼理⾯の変化と唾液中コルチゾール値に着⽬して― The effect of Flower Arrangement for the elderly and middle age
adults. ̶ Change of Mood and Salivary Cortisol ̶」⽩井はる奈,⽩井壯⼀,広崎真⼸,⼤平哲也,望⽉聡,武⼭直義,松林潤,⼭根寛 

そのほか、記憶⼒が向上する、⾹りの癒やし効果などの研究結果も報告されており、ますます花の持つ⼒に期待が⾼まっています。

R5年度 国産花き需要拡⼤推進協議会
Well-Blooming PROJECT

（抜粋・まとめ）
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◆花の効果効⽤研究リスト（⼗川雅⼦⽒調べ） 

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



◆「#ビタミンF」 の価値を伝えるメディア
公式note 【お花とウェルビーイングのいい関係】 を⽴ち上げ
https://note.com/wellblooming_pj

サイト
『はじめて花屋』からもリンク

3⽉28⽇スタート

©国産花き需要拡⼤推進協議会 156

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション

https://note.com/wellblooming_pj


◆PR TIMES ニュースリリース 3/28配信
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000024.000054763.html
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000024.000054763.html


◆PR TIMES ニュースリリース 3/28配信（続き）
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション
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◆PR TIMES ニュースリリース 3/28配信（続き）

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション
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◆PR TIMES ニュースリリース 3/28配信（続き）

⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



◆若年層が感じる・考える「花の魅⼒」ワークショッププログラムスタート
〜花の魅⼒とは︖その魅⼒をどのように伝えるか︖

参加者リスト

花あそ部（花いけジャパン主宰）×渋⾕パルコ gaku
3/10（⽇）13︓00­17︓00
花あそ部2024 特別講座 「ひとりとみんなと、つくるお花⾒時間」
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



◆ワークショップ報告レポート 講師︓⽇向雄⼀郎（花いけジャパン）

https://gaku.school/report/hanaasobu2024_01/?fbclid
=IwAR3oWW7zpp-GO0T88-
7L_WFIsr0O4nE16kTRUFuniovLqIq3OtdvTHuZuuA_ae
m_AaFEMINuAlBQwsLeCTwOgbmKTddqlrCaT3CeHG43
W2sctn4dRMLW69az_euRLpM0AjjWRx7nkeNUXw7YXd
-3UM7N

実施レポート掲載︓
渋⾕パルコgaku 公式サイト &
公式note【お花とウェルビーイングのいい関係】
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション

https://gaku.school/report/hanaasobu2024_01/?fbclid=IwAR3oWW7zpp-GO0T88-7L_WFIsr0O4nE16kTRUFuniovLqIq3OtdvTHuZuuA_aem_AaFEMINuAlBQwsLeCTwOgbmKTddqlrCaT3CeHG43W2sctn4dRMLW69az_euRLpM0AjjWRx7nkeNUXw7YXd-3UM7N
https://gaku.school/report/hanaasobu2024_01/?fbclid=IwAR3oWW7zpp-GO0T88-7L_WFIsr0O4nE16kTRUFuniovLqIq3OtdvTHuZuuA_aem_AaFEMINuAlBQwsLeCTwOgbmKTddqlrCaT3CeHG43W2sctn4dRMLW69az_euRLpM0AjjWRx7nkeNUXw7YXd-3UM7N
https://gaku.school/report/hanaasobu2024_01/?fbclid=IwAR3oWW7zpp-GO0T88-7L_WFIsr0O4nE16kTRUFuniovLqIq3OtdvTHuZuuA_aem_AaFEMINuAlBQwsLeCTwOgbmKTddqlrCaT3CeHG43W2sctn4dRMLW69az_euRLpM0AjjWRx7nkeNUXw7YXd-3UM7N
https://gaku.school/report/hanaasobu2024_01/?fbclid=IwAR3oWW7zpp-GO0T88-7L_WFIsr0O4nE16kTRUFuniovLqIq3OtdvTHuZuuA_aem_AaFEMINuAlBQwsLeCTwOgbmKTddqlrCaT3CeHG43W2sctn4dRMLW69az_euRLpM0AjjWRx7nkeNUXw7YXd-3UM7N
https://gaku.school/report/hanaasobu2024_01/?fbclid=IwAR3oWW7zpp-GO0T88-7L_WFIsr0O4nE16kTRUFuniovLqIq3OtdvTHuZuuA_aem_AaFEMINuAlBQwsLeCTwOgbmKTddqlrCaT3CeHG43W2sctn4dRMLW69az_euRLpM0AjjWRx7nkeNUXw7YXd-3UM7N


◆花業界の環境アクションを宣⾔︕「ウェルブルーミング プロジェクト」

「well-blooming project（ウェルブルーミングプロジェクト）」とは、世界中で時代のキー
ワードとされる「Well-being」（ウェルビーイング＝⼼⾝が健康で社会的にも満たされた幸
福な状態）と「blooming」（ブルーミング＝花が咲く、咲き誇る）を掛け合わせた⾔葉。
⾃然の恵みを享受している花業界だからこそ、環境問題にもまっすぐ向き合いながら、持続
可能、かつ⼈々の幸せに貢献する存在であり続けたい、という願いをこめて命名しました。

業界内における互いの垣根を越えて、花業界全体、ひいては地球のために皆で学び、共に
考えながらチャレンジしていこう︕という本プロジェクトは、資材メーカーや運送業などを含むフ
ラワービジネスにまつわるあらゆる業種の⽅々、さらには花店のお客様⼀⼈⼀⼈にもご理
解・ご協⼒いただきながら、共に育てていく活動になります。いずれは本プロジェクトが当たり
前のこととして定着し、10年後20年後の次世代に誇れる花業界でいられるよう、仲間を増
やしながら推進してまいります。

本プロジェクトでは当⾯、
①使い捨てをできるだけせずに、素材の⾒直しや資源の循環を⽬指す「環境アクション」
②花や植物がウェルビーイングにどのように寄与するかを探り・伝える「#ビタミンF」
この2⼤テーマに取り組んでいきたいと考えています。
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



◆R5年度成果物︓花業界の環境アクション
well-blooming project を促す冊⼦制作

R5年度
花業界向け啓発
環境アクション

予定︓
4/22（世界アースデー）well-blooming project始動ニュースリリース
4/25 14時〜 花業界向けZoom説明会開催

◆well-blooming project 活動について

R6年度
6⽉環境⽉間
に向けて
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



◆花業界向け啓発冊⼦の刊⾏

初回制作部数︓3,000部

国産花き需要拡⼤推進協議会
および（⼀社）花の国⽇本協議会
の会員企業を中⼼に配布、

2024年5⽉以降は、
well-blooming project
エントリー企業・花店のスタッフ教育⽤に
配布中。
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション



R6年度
6⽉環境⽉間
に向けて準備

R6年度
活動へ
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⑤花とグリーンの効果効⽤の啓発と花店の環境アクション
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農林⽔産省 令和5年度 持続的⽣産強化対策事業のうち 
ジャパンフラワー強化プロジェクト推進

ホームユース需要拡⼤
パーソナルギフト需要創出
インドアグリーン需要定着

新たなブライダル切り花需要創出
花とグリーンの効果効⽤の啓発と

花店の環境アクション

事業実施報告書

2024年3⽉ 国産花き需要拡⼤推進協議会

発⾏ 国産花き需要拡⼤推進協議会（⼀般社団法⼈花の国⽇本協議会：事務局）
〒106-8587 東京都港区南⿇布1-6-30 5F

TEL：03-6555-3839 

https://homeuse-hana.jp/

無断複写・複製・転載等はご容赦ください。

事業運営／（⼀社）花の国⽇本協議会事務局
企画・調査・実施・編集／和⽥幸⼀、⿅⼦⽊慶⼀、⼩川典⼦、⼗川雅⼦、新井悦⼦




